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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　２月　１７日　（土）

司会者　清川　真澄　　　記録者　阿部　美樹
	小向
	西山
	上野
	阿部
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	玉木
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	深夜
	○
	○
	年休
	CD留守
	準夜
	年休
	○
	○
	深夜

	小杉
	浦田
	福田
	山地
	赤坂
	板橋
	及川
	荒木田
	鈴木
	川上
	仲村
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	準夜
	公休
	○
	○
	公休
	○
	　　○
	A留守
	CD留守
	CD留守

	諏訪
	上口
	福士
	森崎
	相間野
	前田
	小嶋
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	深夜
	病欠
	公休
	 準夜
	
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· ２月２２日（木）１４：００～１５：００までメンタルケア病棟３Ｆ会議室にて、南寿

の里運営推進会議が行われます。準備も含め当日職員の出入りが多くなるため、玄関の開閉には十分な注意を払い、行っていきましょう。

· 救急カート用ペンライトが入りました。大切に使用して下さい。

· ＣＤユニットに付くスタッフは、アイソジェンの数・患者様別にするようにして下さい。

古川様：４本　笹山様：３本　大久保様：５本　向山様：６本　計１８本

· 口腔ケア学習会アンケートを２１日までに記載するようにして下さい。

· 御家族の面会時の対応で、御家族からこうして欲しいなどといった要望が聞かれる事がありますので、統一した対応を行っていくようにしましょう。

勉強会：感染症


感　染　源　　　源って？　・病原体（病原微生物）

　　

病原体保有者（感染した人）

体内で増殖！！

　　　増殖して・・・

出て行く　　　どこから？　・口、粘膜、体液など


伝播様式（感染経路）

・空気感染：長時間浮遊し、空気の流れで感染（水疱瘡など）

・接触感染：直接　皮膚と皮膚が触れ合うなど（皮膚疾患など）

　　　　　　間接　物を通して　　　　　　　（MRSA、Ｏ－157、疥癬など）

・飛沫感染：咳やくしゃみで飛び散った物（インフルエンザ、肺炎など）


侵入門戸　　　　どこから？　・鼻、口、皮膚など

　

宿　主　・人が抵抗力、免疫力がある　　　　感染率が低い

　　　　・人が抵抗力、免疫力がない　　　　感染率が高い

· 感染を防ぐには・・・侵入門戸で止めなければならない。

　　　　　　　　　　そのためには・・・

感染症に対する予防法・対処法をしっかり理解していなければならない。

・ノロウイルス：もともとは接触感染。しかし今回は空気感染といわれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　なぜか？　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　発見の遅さ・対処、処理方法の不十分さが言われている。

